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送風機の羽の形状は起こす風に 

どのように影響するのか 
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要旨 

私たちが普段よく使っている手持ち扇風機の羽の形状の違いが、発生する風にどのような影響を与

えるかに興味を持ち、研究を始めた。羽の面積を変え、風速測定器を用いて風速を測定した結果、発

生する風には、羽の縦の長さが大きく関係していることがわかった。また、得られたデータから、羽

の形状以外にも、風に影響を与える要因があると考えており、今後も研究を進めていく。 

 

１. 目的  

どのような形状の羽が最も強い風を起こすの

かを調べる。 

 

２. 仮説  

縦:横の比が 1:2で面積が最も大きい羽である

（図１）。 
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図１ 羽の形状 

 

３. 使用した器具・装置など 

 ・単一乾電池 2個 

・モーター 

・羽（画用紙） 

・風速測定器 

・メラニンスポンジ  

                                                       

４. 研究・実験の手順 

・実験１  

＜実験計画１＞ 

羽の枚数を 4枚、縦を２～４㎝、横を４～８

㎝の範囲で羽の形状を変化させ、羽の角度を

60°にして送風機を作りプロペラの中心、羽の

端で風速を測定する（図２）。 

 プロペラの中心   羽の端 

 

 

図２ 風速の測定法 

＜結果 1-1＞ 

 縦の長さの変化によって風速が変化する。 

羽の端で横 6㎝～8㎝で風速が大きく弱まっ

た。 
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   図３ プロペラの中心での風速（㎧） 

 
    図４  羽の端での風速（㎧） 

＜結果 1-2＞ 

 面積の増加に伴い風速が減少する傾向があ

る。 

 
図５ 実験１面積の小ささ順 (プロペラの中心) 

 

 図６ 実験１面積の小さい順(羽の端) 

 

＜考察１＞ 

 羽の形状による風速の変化が不規則であるた

め、羽の形状以外にも風速に関係する要因があ

る（図 3,4）。 

羽の面積が増加すると風速が減少する傾向が

あるため、羽の面積が小さいほど回転の速度が

速くなり風速が大きくなる（図 5,6）。 

 プロペラの中での風速がどの羽の形状でも羽

の端の風速より大きいので送風機からの位置で

も風速が変化する可能性がある。 

 

・実験２ 

＜実験計画２＞ 

 場所による風速の変化を調べるため、送風機

に対する測定器の位置の角度を 30°、45°、

60°と変えて風速を測定する（図７）。 
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図７ 実験 2の風速測定法 

＜結果２＞ 

 ほとんどの羽で角度 60°のとき、風速が最も

大きくなった。 

 実験１に比べ、風速が著しく減少した。 

 

    図８ 角度 30°での風速（㎧） 
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    図９ 角度 45°での風速（㎧） 

 

    図 10 角度 60°での風速（㎧） 

 

＜考察２＞ 

 ほとんどの羽の形状で角度が 60°のときに風

速が最も大きくなるので、送風機の正面に近づ

くほど風速が大きくなる（図 8,9,10）。 

 実験 1での風速は実験 2での風速よりも著し

く大きいので風は送風機の正面の限られた範囲

でのみ発生している、また実験１の羽の端の風

速が著しく小さい羽は他の羽よりも風の発生す

る場所がより局所的である可能性がある（図 3,4

と 8,9,10）。 

 

・実験３ 

 羽の端での風速が大きいものと小さいものの 2

組にわけ、それぞれでの風が発生する場所を見

つけるために、面積の影響がないように 2組の

間で同面積の羽（3：4と 2:6の羽）を用いて以

下の実験を行う。 

＜実験計画３＞ 

送風機から５㎝離し 60°～90°(プロペラの中

心)の範囲で測定器の位置を変化させそれぞれの

羽の風速が急激に変化する場所を調べる 

（図 11）。 
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    図 11 実験３の測定法 

＜結果３＞ 

 3:4の羽は角度 65°のときに、風速が急激に

増加したが 2:6の羽では風速が急激に増加する

場所はなかった。 

＜考察３＞ 

実験３と図 4,5より面積が同じであっても風

速の変化が異なっているため、縦の長さが横の

長さに近い形状では風が局所的に強く発生し、

横に対して縦の長さが大きい形状では広範囲に

弱い風が発生する（図 3,4）。 

 

５．結論 

最も大きい風速の風を起こす送風機の羽の形

状は、面積が小さく、縦の長さが横の長さに近

い羽が速く回転し局所的に強い風を発生させる

ことができる形状である。 

また、横に対して縦の長さを小さくすることに

よって風速は弱まるが広範囲に風を発生させる

ことが出来る。 

   

６．展望 

今回の実験では羽の形状のみを変化させ羽 

枚数を 4枚で固定していたので、羽の枚数を

5，6枚と変化させたときの風速の変化を調べて

いく。 

また風速のみを測定していたことによりそれ

ぞれの羽の形状での特徴を正確に調べることが

出来なかったので、今後は風量や風の進む方向

なども調べながら実験を行いそれぞれの羽の形

状の特性を見つけ様々な送風機の用途にあった

0

1

2

3

横4㎝ 横5㎝ 横6㎝ 横7㎝ 横8㎝

風
速
㎧

45°

縦２㎝ 縦３㎝ 縦４㎝

0

1

2

3

横4㎝ 横5㎝ 横6㎝ 横7㎝ 横8㎝

風
速
㎧

60°

縦２㎝ 縦３㎝ 縦４㎝



25-4 

羽の形状を調べる。 
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